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第8講　平安城という地域意識

(1)　問題提起
　前講において近世京都の都市図に用いた地域呼称が以下のように変更されていったことを確認した。
　　①　都・平安城・洛陽→②　平安城・洛陽＋洛外→
　　③　京　→④　京都
前講では触れていないが、江戸時代末期になると「皇都」という新しい呼称が出現し、それとともに「京師・平安城・都」という呼称が復活してくる。つまり、江戸時代初期と末期にほぼ同じ地域名称が用いられているのである。
江戸時代末期は徳川幕府の権力が弱体化し、逆に天皇の政治的権威が急激に高まった時期である。「皇都」は江戸時代末期にしか登場しないが、「京師・平安城・都」とともに天皇の存在なしには使用できない語である。したがって、これらは天皇の権威・求心性が増すとともに刊行絵図のタイトルに再登場した、あるいは新たに登場したと理解することができる。
これに対して17世紀前半は徳川幕府が成立し、その政治的権力を確立していった時期である。言い方を変えれば、形式的には尊重されていても、江戸幕府の存在によって天皇・朝廷に政治的権力はなく、権威だけを保つ状況になったということである。にもかかわらず、天皇の存在を強く意識させる「都・平安城・洛陽」が用いられたのはなぜであろうか。この点を考察することが、本講の課題である。
江戸時代初期に刊行都市図のタイトルに「都・平安城・洛陽」を用いた理由を考察することは、当該都市図の発刊者、そしてそれを受け入れた当該期の京都の人びとの意識を考察することにほかならない。
17世紀前半の都市図の刊行目的や刊行に至る経緯、タイトルに込められた意識などを書き記した資料は存在していない。したがって、図のタイトルを除いて、都市図の記載内容を資料にして分析するほかない。
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